
令和５年度 第２回地域授業改善協議会実施報告 佐伯教育事務所

期日
会場

内容

令和５年７月３１日（月） ９：００～１２：００

県佐伯総合庁舎 ４階大会議室

【参加者による達成度評価】３．８（４段階法）
【参加者の感想】※抜粋

１ 説明 「『自立した学習者の育成』に向けた授業改善の視点」
（１）「自立した学習者（新型コロナ禍で浮き彫りになった課題）」とは
（２）授業改善の視点と、自立した学習者の育成が可能と考えられる場面

２ 発表

（１）個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実と１人１台端末の活用の在り方
佐伯市立佐伯小学校 教諭 梶原 望生

（２）小学校第５学年総合「災害から命を守るプロジェクト！～渡町っ子防災士の挑戦～」
子どもの教科等横断的な学びの整理 佐伯市立渡町台小学校 教諭 佐々木 淑子

３ 協議・演習「自校における今後の取組等」

〇子どもが自分事として課題や解決方法を決めると、
学びの意欲や学び自体が持続していくことを改めて
感じた。個別最適な学びと協働的な学びは、一体で
あること、学びのサイクルを創り出していく支援をどう
工夫するかを校内研修で考えていきたい。

〇個別最適な学びと協働的な学びは共に行ってこそ
響き合うこと。子どもの実態を把握し、つけたい力を
明確にした上で単元構想を練ることが重要であると
考えさせられた。

○総合的な学習の時間において、児童と教師の願い
を織り交ぜた単元構想を丁寧に行うこと、各教科と
の関連を考えて、児童のやりたいことを通して付けた
い力をつけさせていくことの大切さを学んだ。

○総合的な学習の時間の単元計画や、授業の流れが
よくわかった。国語の授業でのロングレンジ学習は、
子どもの主体性を育んでいけていたので、ぜひ本校
でもとり入れたいと思った。佐伯小

渡町台小




